
 

 

 

                       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

恒例！ 天満神社 干支の引継ぎ式    

12 月 16 日（月）本校１・２年生と矢野 

川幼稚園児とで、自分たちで作った大 

きな絵馬を携え、干支の引継ぎ式に参 

加しました。 

 

 

 

今年は、「🐍巳年」！！ 

 

 「巳」は「蛇」のイメージから「再生と変化」を意

味します。脱皮し強く成長する「蛇」は、その生命力

から「不老長寿」を象徴する動物、または神の使いと

して信仰されてきました。 

 また、「努力を重ね、物事を安定させていく」といっ

た縁起のよさを表しているそうです。 

 「巳」のように力強く、また努力を 

重ね、成長していきたいものです。 

 

令和７年１月２３日 

第 ９ 号 

相生市立若狭野小学校 

校長執筆 

○  

「２０２５年スタート！」 

    ～今年もよろしくお願いします～ 
 

元日の清々しい冬晴れのもと、新しい年が始まりま

した。保護者・地域の皆さまにおかれましては、新春を

如何過ごされましたでしょうか。 

 私事ではありますが元日の朝は那波八幡神社の裏に

あります「宮山」に登り、初日の出を礼拝しております。 

毎年、初日の出にむかって手を合わせ、恥かしながら私

的なお願いばかりしておりましたが、今年は３つのこ

とについてお願いをしました。 

 １つ目は、「どうか若小の子ども達を様々な災いから

守ってください」と。 

２つ目は、「どうか若小に勤務している全ての職員に

幸多いことを」と 

 ３つ目は、「ひみつ」です。 

 ２０２５年は、どのような１年になるかは分かりま

せんが、「良い年」にするのも「悪い年」にするのも、

私たちの「心がまえ」次第だと思っております。 

 私たち若小職員一同、２０２５年も、目の前の子ども

達の教育のため、誠心・誠意がんばっていきますので、

保護者・地域の皆さま方、引き続きよろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「躾（しつけ）」について思ったこと    

  

私自身も「躾（しつけ）」が身についている立派な大人かと尋

ねられると、少し自信がありませんが、先日この「躾（しつけ）」に

ついて思ったことがありましたので、下記に記します。 

2学期の終わりの頃、お客様に校内を案内していたときのこと 

です。「こんにちは。」と、ある児童が挨拶しました。大変明るく元 

気のいい声であると同時に、立ち止まって会釈もしながらの挨拶 

だったので「しつけ」が行き届いているなと感じました。そのお客 

様も大変感心しておられました。 

「しつけ」は、漢字で「躾」と書きます。身を美しくすること、立ち 

居振る舞いが美しいことが「しつけ」です。洋裁でも和裁でも、仮

縫いするときに細い柔らかい糸で形を整えます。その糸のことを

「しつけ糸」と言います。これがいい加減だと、型が崩れます。そし

て、製品が出来上がった時に「しつけ糸」は取ってしまいます。い

つまでも製品にしっかりへばりついているわけではありません。 

学校や家庭での「躾」も、この「しつけ糸」と同じだと思いま 

す。乳幼児から今まで、保護者の方が子ども達に生活の中で丁

寧に「しつけ糸」をかけてきたわけです。そして、徐々に大人として

型を整えつつあります。この「しつけ糸」をはずすのは、はずして

も型が崩れる心配が無くなった時です。それは、子ども自身が自

分で本縫いの丈夫な糸を作り出した時です。「しつけ糸」は子ど

もが自立するまでの保護者や先生の手助けにすぎません。 

 では、そのために家庭、学校ではどんな心構えが必要なのでし 

ょうか。哲学者であり、教育者でもある森信三氏は、「しつけの三 

原則」として、次のように言われています。 

① あいさつ 特に朝、「おはようございます」と挨拶する子に 

② 返事 呼ばれたら「はい」とはっきり返事のできる子に 

③ あとしまつ はきものをそろえ、席を立ったら椅子を入れる子

に 

平凡で分かりきった事と思われるかもしれませんが、そこには、

実に深い意味があるのです。 

朝のあいさつによって前向きな姿勢が 、「はい」という返事で

素直さが養われます。そして、はきものをそろえ、椅子を入れる習

慣を身に付けることで、人生でも仕事でも大切な、後始末、振り

返りがしっかりできる子になるのです。 

これら３つのことをしっかりと身に付けさせること、そのために

も、まずは親、教師などの周りの大人が率先して手本を示すこと

が大切かと思います。 

時代が変わっても、人として大切なことは変わらないと思いま

す。子ども達が将来、大人の手を離れて、自分の力で正しく生き

ていくための下地をしっかりと確立するためにも、学校・家庭・地

域でこうした考え方を共有し、一緒に子ども達を育てていければ

と考えています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学習発表会！ 近づく！！～    

 ２月７日（金）１０：３０より本校の体育館で実施

します。子ども達は、これまで学び、練習してきたこ

とを、心豊かに精一杯表現してくれることでしょう。 

 保護者、地域の皆様方、是非ご来校を！！ 

 

 

 

 

「ＰＴＡあいさつ運動」 １月１４日（火）～１７日（金） 

  

PTA の皆様方、朝早くから、ご協力ありがとうござ

いました。子ども達、そして皆様方のあいさつの声に、

心も身体もぽかぽかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（日）廃品回収 

３日（月）交通安全指導日、生活アンケート実施 

４日（火）たてわり班遊び、代表委員会 

     新１年生入学説明会 

５日（水）学習発表会リハーサル 

７日（金）学習発表会 

ＰＴＡ合同委員会 

１０日（月）学校徴収金引落日（一次） 

      若小タイム（なわとび） 

１１日（火）建国記念の日 

１３日（木）代表委員会、新１年生体験入学 

１４日（金）交通安全指導日、若小タイム（なわとび） 

      矢小若小交流事業 

（４年：総合福祉会館見学） 

１７日（月）若小タイム（なわとび） 

１９日（水）なわとび大会 

矢野川っ子チャレンジデー 

２０日（木）クラブ見学 

        （※３年生：下校時刻の変更あり） 

学校徴収金引落日（二次） 

２１日（金）矢野川中学校体験入学（６年生） 

２３日（日）天皇誕生日 

２４日（月）振替休日 

２５日（火）地区別安全会議  

      矢野川中学校より出前授業 

      （５・６年生 音楽：「校歌の授業」） 

２７日（木）幼小交流事業（リズムジャンプ） 

２８日（金）たてわり遊び・給食 

      地区懇談会（１９：００～） 

       

           

地震避難訓練・防災学習・防災給食 １月１７日（金） 

 

 今年の１月１７日は、阪神・淡路 

大震災が起こってからちょうど３０年という節目の年

です。 

 この３０年、各地で色々な災害が 

起こってきました。 

子ども達には、災害に対し、正しい対処の仕方と備

え、そして「自分の命は、自分で守る」といった姿勢を

培っていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き初め大会！ 開催される  １月８日（水）  

 

 若小の子ども達は当日、心をこめて、丁寧に文字を

書くことができていました。 

 

 

 

 

 

   １年硬筆        ２年硬筆 

 

 

 

 
 

  ３年「正月」     ４年「平和」 

 

 

 

 

 

   ５年「希望」     ６年「希望」 

 

 

 

 

 

     

お知らせ！！   

            

相生市小学校書初展が、１月２５日（土）～２７日

（月）までの期間、相生市文化会館小ホール 

（喫茶ベンチュラ横）で実施されます。 

市内各小学校の優れた作品が展示されますので、 

是非、お子様と見学にお越しください。 

 

 

 

２月の行事予定 


